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おじゃま
虫

CLUB
作者寸言

神田川と日本橋川を小型水上バスでめぐる小さな
旅をした。

日本橋のたもとから出航、日本橋川をさかのぼり
神田川へ。それより神田川をくだり柳橋から隅田川
へ。さらに日本橋川に戻る。というコース。

日本橋川と神田川には西欧建築の美しい橋が、日
本橋を筆頭に、いくつも残る。橋のデザインは陸上
からの視線よりも、むしろ水上からの視線を意識し
て構想されている。

江戸時代はもとより昭和の初期まで、物資の輸送
は陸上交通ではなく、水上交通が主流だった。とい
うよりも、いまやすっかり忘れ去られているが、東京

（江戸）は東洋のベニスとも称賛される水の都だった。
写真・文　平嶋 彰彦

作者プロフィール
1969年、早稲田大学政治
経済学部卒。同年、毎日新
聞社に入社。1974年からは
出版写真部で、雑誌や書籍
の写真取材を担当。1992
年、出版写真部長。1999年、
ビジュアル編集室長。退社
後、大学写真部OBと街歩
きの会を始める。2024年3
月でメンバーは9人、123回
を数える。
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虫
め
が
ね

むむ  

しし  

籠籠

虎
に
翼

大
学
卒
業
と
同
時
に
ア
ペ
ッ
ク
ス
に
入
社
、

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
寄
生
虫
研
究
部
の

研
究
生
と
し
て
害
虫
の
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
前
年
に
岡
山
で
日
本
脳
炎
を

媒
介
す
る
蚊
の
研
究
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
岡
山
大
学
正
門
前
の
旅
館

で
雑
魚
寝
、
和
田
芳
武
先
生
に
ひ
と
夏
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
部
後
に
佐
々
学
教
授
の

助
手
だ
っ
た
白
坂
昭
子
先
生
と
和
田
先
生
と
よ

く
夕
食
を
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
和
田
先

生
か
ら
「
麻
雀
し
に
家
に
来
な
い
か
」
と
お
誘

い
を
受
け
ま
し
た
。
ご
自
宅
で
お
待
ち
い
た
だ

い
て
い
た
の
は
ご
両
親
。
母
上
の
三
淵
嘉
子
さ

ん（
日
本
で
初
め
て
の
女
性
裁
判
官
で
当
時
は

新
潟
家
裁
所
長
）、
再
婚
さ
れ
た
父
上（
東
京
地

裁
判
事
で
初
代
最
高
裁
長
官
の
長
男
）で
し
た
。

裁
判
官
と
麻
雀
と
は
！
さ
す
が
に
豪
快
か
つ
理

に
か
な
っ
た
雀
風
で
し
た
。
退
官
後
も
ち
ょ
く

ち
ょ
く
対
戦
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
お
母
上
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
一
代
記
、

「
虎
に
翼
」（
主
人
公
・
猪
爪
寅
子
）が
４
月
か
ら

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
で
始
ま
り
ま
し
た
。〝
日
本
史

上
初
め
て
法
曹
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
、
一
人

の
女
性
の
実
話
に
基
づ
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー

リ
ー
。
困
難
な
時
代
に
立
ち
向
か
い
、
道
な
き

道
を
切
り
開
い
て
き
た
法
曹
た
ち
の
情
熱
あ
ふ

れ
る
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
〟
麻
雀
シ
ー
ン
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
和
田
先
生
の
実
の
父
親
は
戦
争
中

に
マ
ラ
リ
ア
で
戦
病
死
さ
れ
ま
し
た
。　  （
貢
）

本
大
会
は
通
称
「
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
呼
び
、
１
９
６
６

年
に
市
町
村
の
ね
ず
み
昆
虫
担
当
者
の

勉
強
会
と
し
て
発
足
し
、
毎
年
全
国
を

持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
1
月
18
日
、
19
日
に
東
京
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

ね
ず
み
・
害
虫
部
門
で
「
東
京
都
港

区
内
の
ハ
チ
駆
除
に
つ
い
て
」
発
表
し
た

と
こ
ろ
、
事
例
報
告
部
門
優
秀
賞
を
受

賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
公
社
）
日
本
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

協
会
に
寄
せ
ら
れ
る
害
虫
相
談
件
数
の

約
半
分
が
ハ
チ
類
、
と
く
に
ス
ズ
メ
バ

チ
で
あ
り
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

港
区
内
で
も
一
般
家
庭
か
ら
「
ハ
チ
の
駆

除
」
の
依
頼
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

昨
年
、
千

葉
県
で
ス
ズ
メ

バ
チ
駆
除
の
専

門
業
者
の
作

業
員
が
ハ
チ
に

刺
さ
れ
、
死
亡

し
た
ニ
ュ
ー
ス

が
話
題
と
な

り
ま
し
た
。
一

般
の
方
へ
の
注

２
０
２
４
年
2
月
22
日
に
第
30
回
技

術
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は

コ
ロ
ナ
禍
以
降
4
年
ぶ
り
と
な
る
社
外

の
方
を
お
招
き
し
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
人
数
は
約
70
人
で
、
ネ
ズ

ミ
や
ト
コ
ジ
ラ
ミ
、
ハ
ト
等
様
々
な
テ
ー

マ
が
発
表
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

当
社
か
ら
は
、
実
際
に
作
業
を
行
っ

た
物
件
を
事
例
紹
介
と
し
て
発
表
し
、

社
外
の
方
か
ら
は
事
例
報
告
の
他
に
、

薬
剤
や
防
除
用
品
の
ご
紹
介
な
ど
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
発
表

や
業
務
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
普
段
社
外
の
方
と
お
話
を
す

る
機
会
が
あ

ま
り
な
い
の

で
、
貴
重
な

お
話
が
で
き

ま
し
た
。
今

後
も
毎
年
開

催
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

意
喚
起
の
み
な
ら
ず
、
プ
ロ
で
あ
る
我
々

も
ハ
チ
の
危
険
性
を
再
認
識
し
、
安
全

に
駆
除
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当

社
で
は
、緊
急
注
射
キ
ッ
ト
（
エ
ピ
ペ
ン
）

を
携
行
す
る
こ
と
に
加
え
、
ハ
チ
毒
の
抗

体
検
査
も
実
施
し
作
業
員
の
安
全
確
保

に
努
め
て
い
ま
す
。

第
30
回
技
術
交
流
会

日本橋（日本橋川）

シ
ロ
ア
リ
は
、
主
に
枯
れ
た
植
物
や
落
ち
葉
等
を
食
べ
る
社
会
性
昆
虫
で
、『
ア
リ
』
と
名
前
に
入
っ
て
い
ま
す

が
ゴ
キ
ブ
リ
の
仲
間
の
昆
虫
で
す
。
ア
リ
の
よ
う
に
女
王
シ
ロ
ア
リ
を
中
心
と
し
た
数
百
か
ら
数
百
万
の
個
体
が

生
息
す
る
コ
ロ
ニ
ー
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
家
屋
建
材
を
食
害
す
る
代
表
的
な
シ
ロ
ア
リ
は
、
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
と
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
で
し
た
が
、
最

近
で
は
ア
メ
リ
カ
カ
ン
ザ
イ
シ
ロ
ア
リ
と
い
う
、
乾
材
を
食
害
す
る
外
来
種
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

シ
ロ
ア
リ
は
、
繁
殖
時
期
と
な
る
と
、
生
殖
能
力
を
持
っ
た
羽
ア
リ
が
巣
か
ら
飛
び
出
し
、
交
尾
後
新
し
い
巣

を
作
り
ま
す
。
多
数
の
羽
ア
リ
が
同
時
に
飛
び
出
す
こ
と
か
ら
、
群
飛（
ぐ
ん
ぴ：ス
ウ
ォ
ー
ム
）と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

群
飛
の
時
期
や
条
件
は
、
シ
ロ
ア
リ
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
、
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
の
群
飛
は
4
月
～
6
月

（
雨
後
の
蒸
し
暑
い
午
前
中
）、
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
は
6
月
～
7
月（
蒸

し
暑
い
夕
方
か
ら
夜
間
）、
ア
メ
リ
カ
カ
ン
ザ
イ
シ
ロ
ア
リ
で
は
7

〜
10
月（
主
に
昼
間
）と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
、
羽
ア
リ
を
目
撃
し
た
、
湿
気
の
多
い
風
呂
場
や
木
部
の

床
が
へ
こ
ん
だ
、
崩
れ
た
等
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
Ｐ

Ｃ
О（
ペ
ス
ト  

コ
ン
ト
ロ
ー
ル  

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
）に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

シロアリの群飛

常盤橋（日本橋川）

聖橋（神田川）。橋の名は、湯島聖堂とニコライ堂という
二つの聖堂を結ぶことに因む。

万世橋（神田川） 浅草橋（神田川）

第
51
回
建
築
物
環
境
衛
生
管
理

全
国
大
会
で
優
秀
発
表
賞
を

受
賞
し
ま
し
た

日本橋川と神田川日本橋川と神田川
—— 水上から見る東京水上から見る東京 ——

写真　平嶋 彰彦


